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千
歳
、
北
広
島
両

市
と
南
空
知
４
町（
南

幌
、
由
仁
、
長
沼
、
栗

山
）で
構
成
す
る
道
央

廃
棄
物
処
理
組
合（
管

理
者
・
横
田
隆
一
千
歳

市
長
）
は
12
月
２
日
、

２
０
２
４（
令
和
６
）

年
４
月
か
ら
供
用
開

始
予
定
の
焼
却
施
設

（
千
歳
市
根
志
越
）
で

火
入
れ
式
を
開
催
。
２

市
４
町
の
首
長
や
議

会
議
長
、
施
工
業
者
な

ど
関
係
者
に
よ
る
神

事
を
通
し
て
、
建
設
工

事
の
無
事
と
供
用
開
始

に
向
け
祈
願
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
組
合
を
構
成
す
る

２
市
４
町
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
で
償
却
対
象
ご
み

の
処
理
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
環
境
負
荷
低
減

や
経
済
的
負
担
の
縮
減
を
目

指
し
、
共
同
処
理
に
向
け
て

新
た
な
焼
却
施
設
の
建
設
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
約
５
年

の
工
期
を
経
て
来
年
７
月
に

完
成
予
定
で
、
総
事
業
費
は

約
１
２
３
億
円
と
な
り

ま
す
。
施
設
の
管
理
運
営

は
、
特
別
目
的
会
社「
道

央
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

が
担
当
し
ま
す
。

　

火
入
れ
式
で
は
千
歳

神
社
神
職
に
よ
る
神
事

が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、

各
首
長
と
施
工
管
理
者

の
ド
ー
コ
ン
、
施
工
者
で

あ
る
日
立
造
船
・
五
洋
建

設
・
丹
波
組
特
定
共
同
企

業
体（
Ｊ
Ｖ
）
の
関
係
者

が
点
火
ボ
タ
ン
を
押
し

て
、
焼
却
炉
の
火
入
れ
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出

席
者
全
員
が
玉
串
を
さ
さ
げ

て
試
運
転
お
よ
び
今
後
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
発
注
者
を
代
表

し
て
横
田
管
理
者
が「
来
年

４
月
に
は
い
よ
い
よ
本
格
稼

働
し
ま
す
。
無
事
供
用
開
始

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
施
工

者
代
表
の
桑
原
道
・
日
立
造

船
常
務
取
締
役
環
境
事
業
本

部
長
も「
今
後
も
、
来
年
４

月
の
施
設
稼
働
に
向
け
て
引

き
続
き
安
全
第
一
で
工
事
な

ら
び
に
試
運
転
に
臨
ん
で
い

き
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。（編

集
部　
伊
藤
）

　
不
動
産
の
賃
貸
や
管
理
な

ど
不
動
産
業
務
全
般
を
手
が

け
る
駿
河（
千
歳
市
、
大
井

祐
子
代
表
取
締
役
）は
10
月

31
日
、
発
行
額
の
０.

２
％

相
当
を
希
望
の
自
治
体
に
寄

付
す
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
ふ
る

さ
と
応
援
）
私
募
債
」に
よ

る
資
金
調
達
を
実
施
し
ま
し

た
。
発
行
額
は
３
千
万
で
年

限
は
５
年
間
に
な
り
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
ふ
る
さ
と
応

援
私
募
債
）」は
、受
託
・
引

受
を
と
も
に
行
う
北
洋
銀
行

が
、
道
内
の
自
治
体
に

発
行
額
の
０.

２
％
相

当
額
を
寄
付
ま
た
は
同

等
額
の
物
品
を
寄
贈
す

る
仕
組
み
。
同
私
募
債

の
発
行
で
、
厳
し
い
適

債
基
準
を
ク
リ
ア
し
た

優
良
企
業
と
し
て
社

会
的
評
価
を
得
る
と

と
も
に
、
地
元
自
治

体
や
ゆ
か
り
の
あ
る

市
町
村
な
ど
寄
付
先

を
指
定
し
、
寄
付
に

よ
る
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
回
は
大

井
社
長
の
希
望
に
よ

り
、
お
米
10
ｋ
ｇ
４

袋
と
お
米
券
４
万
円

分（
計
６
万
円
相
当
）

を
千
歳
市
に
寄
贈
。

寄
贈
品
は
市
を
通
じ
て

市
内
の
子
ど
も
食
堂
へ

と
贈
ら
れ
ま
す
。

　

11
月
28
日
に
寄
付
金

贈
呈
の
た
め
、
大
井
潤
慈

専
務
取
締
役（
写
真
左
）

と
北
洋
銀
行
千
歳
中
央
・

千
歳
富
丘
支
店
の
小
渡

信
洋
支
店
長（
写
真
右
）、

子
ど
も
食
堂「
ス
キ
ッ

プ
」、「
ち
っ
ち
」、「
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
」の
代
表
ら
が
千
歳

市
役
所
を
訪
問
。
小
渡
支

店
長
が
横
田
隆
一
市
長
に

目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
大
井
専
務
は「
市
内
に

は
家
庭
が
貧
し
く
ご
飯

が
食
べ
ら
れ
な
い
子
ど

も
た
ち
が
い
る
こ
と
、
子

ど
も
食
堂
の
存
在
を
知

り
、小
渡
支
店
長
か
ら
意

見
を
い
た
だ
い
て
寄
付
を
決

め
ま
し
た
。
市
内
の
多
く
の

企
業
に
も
っ
と
子
ど
も
食
堂

を
知
っ
て
も
ら
い
、
存
在
を

広
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

今
回
の
寄
付
で
市
に
恩
返
し

が
で
き
れ
ば
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。（

編
集
部　
大
谷
）

　
今
年
度
８
回
目
と
な
る

ミ
ナ
ク
ー
ル
サ
ロ
ン
「
ア

イ
ヌ
民
族
と
千
歳
の
自

然
〜
カ
ケ
ス
さ
ん
が
唄
う

　
シ
コ
ッ
の
生
き
物
た
ち

〜
」
が
11
月
25
日
、
千
歳

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
ミ

ナ
ク
ー
ル（
千
代
田
町
５
、

千
歳
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
４

階
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
紙
コ
ラ
ム
「
カ
ケ
ス
さ

ん
の
自
然
散
歩
」
で
も
お

な
じ
み
の
し
こ
つ
湖
自
然

体
験
ク
ラ
ブ
「
ト
ゥ
レ
ッ

プ
」
理
事
・
カ
ケ
ス
さ
ん

（
中
原
直
彦
さ
ん
）
が
講

師
役
を
務
め
、
ア
イ
ヌ
民

族
や
千
歳
の
自
然
に
つ
い

て
講
演
し
た
ほ
か
、
自
慢

の
弾
き
語
り
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

中
原
さ
ん
は
ア
イ
ヌ
民

族
文
化
財
団
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
千
歳
ア
イ
ヌ
文
化

伝
承
保
存
会
会
員
と
し
て

も
活
躍
し
、ア
イ
ヌ
文
化
や

千
歳
の
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
を
広
く
啓
発
す
る
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。今
回
は

ラ
イ
ブ
形
式
で
、ス
ク
リ
ー

ン
に
写
真
を
大
き
く
映
し

て
解
説
す
る
と
と
も
に
、

「
湿
地
、知
っ
ち
ま
っ
た
」

な
ど
自
作
の
曲
を
披
露
す

る
交
流
会
に
し
ま
し
た
。

　
ス
ク
リ
ー
ン
で
は
、支
笏

湖
方
面
に
広
が
る
「
ア
イ

ヌ
共
用
林
野
」
を
舞
台

に
展
開
す
る
動
植
物
の

営
み
や
森
、川
の
様
子
と

い
っ
た
豊
か
な
大
自
然

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
紹

介
。約
30
人
の
来
場
者

を
前
に
大
自
然
の
豊
か

さ
と
、残
念
な
が
ら
変
わ

り
つ
つ
あ
る
現
状
も
含

め
て
詳
し
く
解
説
。

　
市
民
ら
に
ア
イ
ヌ
文

化
の
継
承
と
地
元
の
自

然
保
護
の
大
切
さ
を
訴

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ブ
ル
ー
グ
ラ

ス
バ
ン
ド
・
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｖ

Ｅ（
ス
ト
ー
ヴ
）で
も
活

動
す
る
中
原
さ
ん
が
創

作
し
た
、北
海
道
に
根

差
し
た
曲
の
数
々
も
披

露
。「
石
狩
ス
テ
ィ
ー
ム

ボ
ー
ト
・
ブ
ル
ー
ズ
」

「
北
海
道
ワ
ル
ツ
」「
武

四
郎
さ
ん
旅
日
記
」
な

ど
、講
演
の
要
所
要
所

で
聴
か
せ
る
柔
ら
か
く

温
か
み
の
あ
る
歌
声
が
、

老
若
男
女
問
わ
ず
熱
心

に
聞
き
入
る
聴
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

（
編
集
部　
伊
藤
）

千歳

ミナクール「第８回サタデーサロン」 アイヌ民族と千歳の自然を広く紹介

駿河がふるさと応援私募債発行
北洋銀行が発行額の一部をこども食堂へ寄付

道央廃棄物処理組合焼却施設試運転
火入れ式を挙行し関係者が安全祈願

★●

● ●●

●

●

かにの福屋

コバック

セブン
イレブン

ガスト
イエローグローブ

マックスバリュ

←札幌方面 46

TEL 070-2425-1010
■11:00～20:00（LO 19:30） ■駐車場/敷地内に18台　■恵庭市柏木町4丁目8-33

★お弁当・お惣菜のご注文はお電話で承っております。

恵
庭
店

受取りは12/30土、31日両日共に11：30～17：00となっております。

●ロースかつ ●ヒレかつ
●海老フラ ●ポテカツ
●肉巻き（梅じそまたはチーズ）

3～4人前 3,200円3,200円3,200円3,200円税
込

5～6人前 4,700円4,700円4,700円4,700円税
込

※時間ごとに数に限りがありますのでお早めに。

ご予約
開始‼

12月30日・31日12月30日・31日年末年末年末年末

オードブルオードブル

で使えます。
1枚 600円

出前を
ご希望の方は
こちらから▶

出前館出前

※写真は3～4人前

営
業
ス
タ
ッ
フ

正
社
員
募
集

生活情報紙 グルメ・ファッション
エンタメ・ビューティー etc.

■千歳市北斗4丁目13番20号

まずはお気軽にお電話ください。

期　間▶ 雇用期間の定めなし
仕　事▶ 生活情報紙｢ちゃんと｣の広告・企画営業、（既存の取引先の訪問及び新規開拓）、
　　　　 顧客管理業務（データ入力）
資　格▶ 要普免、千歳・恵庭市内在住の方、エクセル操作できる方
給　与▶ 月240,000円～ ※業績給別途支給/月5,000～180,000円
時　間▶ 9:00～18:00（休憩80分）
　　　　 ※月曜日は、若干の残業があります。（月平均4～10h程度）
休　日▶ 日曜日、隔週土曜日 （4週月は2回、5週月は3回）
待　遇▶ 各社保完備、交通費規定支給、車通勤可、昇給有、冬期・夏期手当支給、
　　　　 養育手当支給(1万円/1人)、試用期間1ヶ月位有、敷地内禁煙

あなたの「好き」で
千歳市・恵庭市を
盛り上げる仕事です


